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37・運動負荷心筋シンチグラフィによる対角枝病変の検

出精度

広瀬　義晃

林田　孝平

野々木　宏

西村　恒彦　　植原　敏勇

下永田　剛　　外山　卓二

　　　　　　（国循セ・放診部）

土師　一夫　　　　　（同・心内）

　冠動脈対角枝病変の運動負荷心筋シンチグラフィでの

検出精度について検討した．対象は冠動脈造影で75％

以上の有意狭窄が確認された対角枝1枝病変10例，対

角枝病変に左前下行枝（LAD）＃6病変を伴うもの13例，

LAD　＃7病変を伴うもの10例，左回旋枝（LCX）病変

を伴うもの7例，右冠動脈（RCA）病変を伴うもの7例

の計47例である．座位エルゴメータを用いた多段階運

動負荷で，最大運動時に201TICIを111MBq静注し，

Planar像3方向（正面，　LAO　45°，　LAO　70°），引き続き

SPECT像を撮像した．灌流異常の判定は視覚的に行っ

た．

　Planar像ではいずれの群でも対角枝病変を半数以下

の症例でしか指摘できなかったが，SPECT像では対角

枝1枝病変では全例で，対角枝＋LAD　＃7病変では10

例中8例で対角枝病変を指摘できた．しかし，対角枝

＋LAD＃6病変では13例中6例で，　LCX病変では7

例中4例で，RCA病変では7例中2例でしか対角枝病

変を指摘できなかった．

　Planarに比し，　SPEcrは対角枝病変の検出に有用で

あり，対角枝1枝病変や対角枝＋LAD　＃7病変では高率

に病変を指摘できた．しかし，LAD　＃6，　LCX，　RCA病

変を伴う場合にはSPECTを用いても病変の検出に制限

があることが示された．
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　持続携行式腹膜透析（CAPD）は，心血行動態にあた

える負荷が少なく，心筋傷害も少ないと考えられてきた．

CAPD患老の心筋傷害を安静時201Tl心筋SPECTによ

り評価し，心エコー図所見と対比した．【対象】虚血性

心疾患や弁膜症などの器質的疾患をもたない腎不全患

者27例で，CAPD期間は49土35か月（mean土SD），年

齢は45d：11歳，男性11例，女性16例である．【方法】

Mモード心エコー図法にて左室拡張末期径，左室収縮末

期径および左室の％fractional　shortening（％FS）を計

測した．同時期に安静時タリウム心筋　SPECTを施行し，

局所欠損および散在性欠損の有無を評価した．201Tlは

74MBqを静注し，15分後から撮像を開始した．短軸

断面，垂直長軸断面，水平長軸断面の各断層像から3名

の医師が灌流欠損（以下欠損）の有無を判定した．2名以

上の所見の一致をもって欠損の有無を決定した．【結果】

限局性，または散在性の欠損が認められた症例は12例

（44％）であった．欠損（一）群と欠損（＋）群で年齢，

収縮期血圧，拡張期血圧，心拍数，およびCAPD継続

期間に有意差はなかった．拡張末期径は欠損（一）群で

49．4±8．3mm，欠損（＋）群で57．1±9．2㎜と欠損（＋）

群で有意に拡大．収縮末期径は欠損（一）群で38．0土8・7

mm，欠損（＋）群で42．4±10．2mmと欠損（＋）群で拡

大傾向あるも，統計的有意差はなかった．左室収縮能の

一
指標である％FSは，欠損（一）群で28．3土7．7％，欠

損（＋）群で26．8±7．1％と両群間で有意な差をみなかっ

た．【まとめ】CAPD患者ではタリウム心筋SPECTで

の灌流欠損が高頻度に認められた．灌流欠損の有無は左

室拡張末期径と関連のあることが示唆された．
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　比較的稀な疾患とされている冠動脈起始異常症および

冠動脈吻合症は，予後の良いminor　anomalyとして扱

われてきた．しかし，近年心筋梗塞や突然死など虚血性

心疾患との関連も注目され，臨床的意義が再検討されて

いる．

　今回われわれは，これらの冠動脈奇形におけるT1心

筋シンチグラフィの臨床的意義について検討した．冠動

脈造影および経食道心臓超音波法にて確認された，冠動

脈起始異常症4例（右冠動脈左冠尖洞起始症2例，右冠

動脈無冠尖洞起始症1例，左回旋枝無冠尖洞起始症1

例）および右単冠動脈様冠吻合症1例，計5例において，

運動負荷および過呼吸負荷Tl心筋シンチグラフィを施
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